
学科等 臨床検査 必修 履修年次 1

曜日・時限等 単位数 1

授業形態 講義 オフィスアワー

回

教員からの
メッセージ

講義は筑波大学附属病院をはじめとして幾つかの病院に勤務する医師が交代で担当します。このため、講義の
順番が入れ替わる可能性があります。授業開始時期に通知するので確認してください。
オンライン授業等でシラバスに変更がある場合は、オンラインクラスで周知いたします。

試験(100%)（オンライン時・対面時共通）

参考図書

免疫機構の異常

到達目標：免疫機構やそれに関与する細胞とその役割を理解し、免疫機構が関与する疾患、免疫機
能が失われる疾患を理解する
学習内容：免疫機構について、関与する種々の細胞とその役割、免疫機構が関与する疾患(アレル
ギーや自己免疫疾患)、免疫機能が失われる疾患や病態を学ぶ
 (日立総合病院　沢辺元司)

教科書 スタンダード病理学 沢辺元司、長坂徹郎、梶原博毅 文光堂

6 腫瘍

到達目標：腫瘍について下記内容を理解する
学習内容：腫瘍の概念と病理形態学的特徴、腫瘍の良・悪性とその鑑別の仕方、悪性腫瘍の発生と
進展機構、腫瘍発生の要因と遺伝子異常、腫瘍の病期や分類、病理診断について概要を学習する
(湘南鎌倉総合病院　野口雅之)

7 遺伝と先天異常

到達目標：染色体・遺伝子の基本的な構造をふまえて、遺伝的異常の原理や代表的な染色体異常
症や遺伝性疾患、遺伝子診断法を理解する
学習内容：染色体・遺伝子の基本的な構造、遺伝的異常による先天性異常の原理、代表的な染色
体異常症や遺伝性疾患、種々の遺伝子診断法について学ぶ (日立総合病院 坂田晃子)

8 代謝異常・老化

到達目標：代謝・老化について下記内容を理解する
学習内容：・代謝異常として石灰等の沈着や、黄疸、代表的なタンパク代謝異常症・脂質代謝異常
症、糖代謝異常症の概要を学ぶ　・老化のメカニズムと、老化による生体の変化、老化と疾病の相
違、高齢者に多い疾患と老化の関連を学ぶ (日立総合病院 坂田晃子)

成績評価の
方法・基準

5 感染症

到達目標：感染症について、下記内容を理解し、感染防御対策を説明できるようにする
学習内容：病原体の種類やそれぞれの代表的な感染症の特徴、生体防御反応、内因性感染と外因
性感染、日和見感染、病原体に対する中和抗体と細胞性免疫、病原体の感染経路について学ぶ
（筑波大学　松岡亮太)

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

1
細胞傷害と細胞増殖
組織、細胞の修復と再生

到達目標：疾患にはどのようなものがあるか、人体・臓器の基本構成成分である細胞、組織が障害さ
れると何がおこり、それに対しどの様な変化で対応、修復していくか理解する
学習内容：病理学の概要・疾患の大まかな分類、組織・細胞の障害とそれに対する応答・修復過程
について学ぶ （湘南鎌倉総合病院　野口雅之）

2 循環障害

到達目標：局所/全身の循環障害の病態、循環障害時の臓器の変化や関連現象について、用語や
その内容を理解する
学習内容：循環器系のしくみ、生理的機能、役割を確認し、局所/全身の循環障害の病態、循環障
害時の臓器の変化、関連して起こる現象を学ぶ (日立総合病院　沢辺元司)

3 炎症

到達目標：炎症について、下記内容を理解する
学習目標：生体の防御システムとしての炎症について学び、炎症に関与する3要素、急性炎症と慢性
炎症、肉芽腫性炎症や、サイトカインストーム、炎症後の組織修復機構等について学ぶ
 (筑波大学 河合瞳)

4

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 病理学Ⅰ
教員名

野口雅之
他

時間割表参照

（科目番号） (時間割参照） 非常勤講師

授業概要

病理学の総論的な領域に重点を置き、主として原因別の病態、すなわち循環障害、炎症、免疫異常、
腫瘍、先天障害、代謝異常について概要を把握することにより臨床へのつながりの基礎作りを行う。
病気の原因、経過および結果を追求し、病気における形態と機能の変化を明らかにすることにより、
病気の本態を究明する。

目的・目標

目的：臨床検査技師に必要なヒトの病気についての基礎的な知識を総論的に学び、病気の原因ごとに大まかな分類とその概
要を理解する。
目標：①人体の基本構成成分である細胞・組織の障害とその応答を理解する。②病気の原因ごとの分類（循環障害、炎症、腫
瘍等）を理解する。③各分類ごとに基本的な用語やその意味を知り、主要な病態・疾患の仕組みを理解する。


